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こ の た び の 能 登 半 島 地 震 は 甚 大 な 被 害 を も た ら し ま し た 。 被 災 地 の 皆 様 に 心

よりお見舞い 申し上 げますととも に、一日 も早い復興を お祈り 申し上げます 。
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●  第 19 回国際グリ ム賞  贈呈式・記念 講 演会  

講  師：クレア・ブ ラ ッドフォード 博士 （ 第 19 回国際グリム 賞 受賞者 ）  

演  題 ：「 オ ー ス ト ラ リ ア の 緑 と の 交 流  オ ー ス ト ラ リ ア の 絵 本 に お け る 植 物

と人間のかか わり」  

日  時：２月４日（ 日 ）  14： 00～ 17： 00 

会  場：國民會館  武藤記念ホール （大阪 市中央区大手前 2）  

定  員： 70 人（申込先 着順）   参 加費： 無  料  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団／  

    一般財団法 人  金蘭会／大阪府立 大 手前高等学校 同窓会  金蘭会  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/01_grimm/index.html#19ceremony  

 

●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」 40 周年記念フォー ラム  

「 童 話 を 語 る ・ 絵 本 を 描 く  － 童 話 ・ 絵 本 の つ く り 手 を 目 指 す み な さ ん へ － 」 

「第 40 回  日産  童話 と絵本のグラ ンプリ 」表彰式で 、本グ ラン プリ審査員に

よる、 40 周年記念フ ォーラムを開 催しま す。  

日  時：３月９日（ 土 ）  13： 30～ 15： 30 

会  場：大阪府立中 央 図書館  ライティホ ー ル  

講  師：黒井健（絵 本 画家）、高 畠純（絵 本 作家）、  

富安陽子（童 話作家 ）、吉橋通夫（ 児童文 学作家）  

進  行：宮川健郎（ IICLO 理事長、児童文学 研究者）  

定  員： 70 人（申込先 着順）  対  象：中学 生以上  参加 費：無  料  

主  催：大阪国際児 童 文学振興財団  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/01_grimm/index.html#19ceremony


協  賛：日産自動車 株 式会社  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#40forum  

 

●  寄付プレゼント キ ャンペン実施 中です  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

期 間 中 、 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に 下 記 の 中 か ら お ひ と つ プ レ ゼ ン ト

いたします。  

◇キャンペー ン期間 ：令和５年 12 月～令 和６年１月  

◇プレゼント 内容：  

 〈１〉富安 陽子さ んのサイン本  １冊（ 限定２０冊、 抽選）  

 〈２〉イイ クロち ゃんグッズ  全種類セ ット  

〈３〉当財団 発行の 報告集  １冊  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#campaign_r5  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（ Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『わたしたち 地球ク ラブ』  キャ リー・ ファイヤース トーン /著  服部理佳 /

訳  小学館  2023年 12月  対象年齢：小 学 校高学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん （Ｔ） です。  

 

あらすじ： 12 歳のメアリーは近所 に住む 親友のルーシ ーの原 因不明の病気 の

ため、不安に 感じて いる。メアリ ーは、 SDGs について考え る実 験的な地球

クラス 10 人の１人に 選ばれ、ショ ーンと いう黒人の少 年と「 生ごみ堆肥 」

問 題 に つ い て 取 り 組 む こ と に す る 。 町 の り ん ご 祭 り で 地 域 助 成 金 の コ ン ペ

が 行 わ れ る と 知 り 、 地 球 ク ラ ス か ら も 応 募 す る が 、 応 募 者 の 一 人 で あ る シ

ョ ー ン が 町 の 住 人 で な い と い う 理 由 で 出 展 で き な い こ と が 祭 り の 当 日 に わ

かる。ちょうど 、町で は町長選が行 われて おり、再選を狙 う現町 長とルーシ

ー の 学 校 の 英 文 科 の 教 師 で 、 ル ー シ ー の 年 の 離 れ た 姉 の 親 友 で も あ る レ イ

ン先生が候補 者にな っていた 。  

 

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#40forum
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#campaign_r5
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｔ：広い視野で環境 問 題を扱いなが ら、物語 としてもおも しろい 作品でした。  

Ｙ：環境問題は 、生ご みの堆肥化、排 気ガス の問題、持続可 能なフ ァッション、

食肉産業が地 球にお よぼす影響な ど、多 様な問題が扱 われて います。  

Ｔ ： こ れ は 、 地 球 ク ラ ス の メ ン バ ー が そ れ ぞ れ 自 分 に 引 き 寄 せ て 環 境 に 対 す

る 課 題 を 考 え て い る こ と で 可 能 に な っ て い ま す 。 メ ン バ ー は 住 ん で い る 場

所も文化的背 景も家 庭環境も異な り、バ ラエティーに 富んで います。  

Ｙ ： 環 境 問 題 は 、 政 治 と 深 く か か わ っ て い る と い う こ と が わ か る よ う に 描 か

れている点も 興味深 かったです。  

Ｔ ： 黒 人 が 多 く 住 む 地 域 に ご み 焼 却 炉 が あ っ た り 、 シ ョ ー ン が 町 の 補 助 金 の

対 象 者 か ら 除 外 さ れ た り 、 身 近 か つ 具 体 的 な 事 例 か ら 、 環 境 問 題 と 政 治 が

深くかかわっ ている ことが書かれ ていま す。  

  地 球 ク ラ ス が 同 年 代 の 子 ど も た ち の 多 様 性 の 場 だ と す る と 、 メ ア リ ー の

家族を描くこ とによ って世代間の 多様性 も描かれてい ます。  

Ｙ ： メ ア リ ー は 両 親 が 年 を と っ て か ら の 子 ど も で 、 メ ア リ ー に は 年 の 離 れ た

姉 と 兄 が お り 、 姉 に は 赤 ち ゃ ん が 生 ま れ て メ ア リ ー は ゴ ッ ド マ ザ ー に な り

ます。  

Ｔ：や や保守的な 両親 、リベラルで親友 が町 長選に出馬す る姉、メ アリー、赤

ち ゃ ん と い う ４ 世 代 に わ た り 、 世 代 に よ っ て 環 境 の と ら え 方 が 違 い ま す 。

そして、メア リーは 赤ちゃんの将 来に責 任を感じて未 来を見 据えます。  

Ｙ：物語のお もしろ さとしてはど うです か。  

Ｔ ： ル ー シ ー の 病 名 が わ か る か ？ 町 長 選 の 結 果 は ど う な る か ？ と い う 疑 問 が

読 者 に 次 を 読 ま せ ま す 。 短 い 章 立 て で 、 地 球 ク ラ ス に 参 加 す る 動 機 を 書 い

た作文、 10 年後の自 分にあてた手 紙やメ アリーから姪 である 赤ちゃんへの

メッセージ、ポッ ド・キャスト、メール のや りとりなど、様々 な文 体の文章

が含まれてい て変化 があり、読みやす くな っています。また、現 町長や、地

球 ク ラ ス の 代 理 の 先 生 、 両 親 な ど 、 主 人 公 の メ ア リ ー の 行 動 に ブ レ ー キ を

かける人がい ること で、リアリテ ィが保 たれています 。  

Ｙ：私は、地 球クラス の活動を通し て子ど もたちが、社 会の課題 にテーマを持

ち、調べ、発信 し、自 分たちでフェ スティ バルまで開催 してし まうという点

が と て も 現 代 的 だ と 思 い ま し た 。 子 ど も の 政 治 参 加 、 社 会 参 加 が 描 か れ て

います。  

Ｔ：とはいえ、子ど もに投票権は ありま せん。「投票 できない んだから、せめ

てサンドイッ チボー ド（発言者注：現町長 の再選を訴え るボー ド、そこに現

町 長 も 立 っ て い る ） に 卵 を 投 げ つ け る 権 利 く ら い あ っ て も い い ん じ ゃ な

い？」（ p.289）というメアリーの 言葉に にやりとして しまい ました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 101 回「林の底」  

 梟への「試 験」  

 

〈風もないし ずかな 晩〉、あ る年寄り の梟 が〈私〉に語りかけ る ところから物

語は始まりま す。〈私 〉は梟など 信用でき ないと思いつ つ、ど んな話をする か

聴いてみるの も悪く ないと思い、 聴き手 となります。  

 



〈わたしらの 先祖や なんか、鳥が はじめて 、天から降っ て来たと きは、どいつ

もこいつも、みない ち様に白でし た。〉梟 は、名高い〈とんび の染屋〉を話し

出します。鳥 がどれも 白では見分け がつか ず、間違いも 多いため 、手が長く鳥

を 染 壺 に 入 れ る に は 都 合 が よ か っ た 鳶 が 染 屋 を 出 す こ と に な り ま し た 。 は じ

めは鳶も〈油 が乗って ましたから、頼まれた のはもう片っ ぱしか ら、どんどん

どんどん染め ました 。〉こうして 鳥たちに 喜ばれていま したが、そのうちに鳶

は〈いい気に なり〉、〈 金もできたし 気ぐら いもひどく高 くなっ て〉、〈おれこ そ

鳥の仲間では 第一等 の 功労者とい うよう な顔をして〉 怠け始 めます。  

 

あ る と き 客 と し て 烏 が や っ て き ま す が 、 鳶 は 明 日 来 て く れ と 繰 り 返 し 、 仕 事

を し ま せ ん 。 業 を 煮 や し た 烏 に 詰 め 寄 ら れ た 鳶 は 、 怒 り に 任 せ て 烏 の か ら だ

を 真 っ 黒 に 染 め て し ま い ま す 。 烏 は 鳶 の 横 暴 を 鳥 た ち に 訴 え 、 怒 っ た 鳥 た ち

は 鳶 を 気 絶 す る ま で 墨 壺 に 漬 け 込 み ま す 。 鳥 た ち は 鳶 を 墨 壺 か ら 引 き あ げ て

ど っ と 笑 い 、 染 物 屋 の 看 板 を く し ゃ く し ゃ に 砕 い て 立 ち 去 り ま す 。 梟 は そ こ

まで話すと〈お月さま をふり向き 〉、〈私〉も〈水銀いろ の重い月光 と、黒い木

立のかげの中 を、ふ くろうとわか れて帰 りま〉す。  

 

このように、説 話「鳶 の染物屋」をふ まえな がらも、物語は 語る梟 と聴く〈私 〉

のかけひきを 重点化 していきます。な ぜ梟 が「鳶の染物屋」を 語 るのか、なぜ

〈私〉は梟を 信頼しな いのか、物語 の前提が 読者には示さ れない まま、両者の

腹の探り合い ともい える心理戦を 読者は 見届けること になり ます。  

 

ところで、〈私〉の関 心事は「鳶の 染物屋 」自体にある のでは なく、梟が〈よ

く 辻 棲 の あ う よ う に 、 ぼ ろ を 出 さ な い よ う に 云 え る か ど う か 〉 に 置 か れ て い

ます。梟を 信用せず 、中身に破綻が ないか を注視する〈私〉の 梟 への「試験」

を、〈私〉は どう評価し たのでしょう か。これ についての言 及はあ りませんが、

お互い言葉を 交わし 合うことはな く、〈私 〉が早々に 立ち去ると いう結末を見

る限り、やは り厳し いものだった のかも しれません。 (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、『 宮 沢賢治コレク ション 4 雁の童子』により ま した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５５  

*****************************************************************  

 

ら い お ん み ど り は 、 キ ャ ベ ツ を く る く る ま わ し な が ら 、 し ん ま で き れ い に

たべると、も うふを はねのけて、 とびお きました。  

そ の ひ ょ う し に 、 も う ふ が た な へ ぶ つ か り 、 の こ り の キ ャ ベ ツ が 二 つ と も

ベッドの下へ 、ころ げおちました 。  

「やれやれ、 なんて 、せわのやけ るキャ ベツだ。たべ ちゃう ぞ。」  

ら い お ん み ど り は ベ ッ ド の 下 へ も ぐ っ て キ ャ ベ ツ を つ か む と 、 ま る ご と 口

の中へ、ほう りこみ ました。つづ いて、 もう一つのキ ャベツ も。  

 

（『らいお んみどり の 日ようび』中川李 枝子 /作  山脇百合子 /え  福音館書店  

 1969 年 3 月初版、 引用は 2022 年 12 月 43 刷  p.5）  

 



子どものころ 大好き な作品の一冊 でした。まず、ライオ ンなのに 、キャベツし

か食べないと ころに 親しみを抱き ました 。とはいえ 、ライオ ン らしく、「たべ

ちゃうぞ。」を頻 発し ます。キャ ベツだけ ではなく、床へずり おちてしまっ た

毛 布 に 対 し て も 、 ら い お ん み ど り の 家 に や っ て き た 白 ね こ の ト ラ ン ぺ に 対 し

ても、ひっ くり返して 乗って空を飛 ぶビー チパラソルに 対して も、「 たべちゃ

うぞ」と言い ます。け れど、本当に 食べるの はキャベツだ けとい うところに安

心感がありま す。  

 

それから、引用にあ る ようにらいお んみど りは、ベッドからと び おきますが、

それは、今日が「日よ うび」だからです。こ のあと、らいおんみ ど りは、白ね

こ の ト ラ ン ペ 、 ト ラ ン ペ の 姉 で サ ー カ ス の ト ロ 団 長 、 雲 と り あ み を 持 っ て い

る し ろ く ま の ム ク ム ク と 出 会 っ て ク ロ ー バ ー 丘 で 動 物 た ち に サ ー カ ス を 披 露

し、そのあと、４人 で ババ抜きをし ます。友 だちができ、パフ ォー マンスを披

露 し 、 大 好 き な バ バ 抜 き で 終 わ る と い う 「 日 よ う び 」 ら し い 特 別 な 日 が 描 か

れ、満足感を 抱いて 読み終わりま す。  

 

そ そ っ か し い ト ラ ン ペ 、 い ば り ん ぼ う の ト ロ 団 長 、 自 分 勝 手 な ム ク ム ク と い

う、個性的な人物と ら いおんみどり とのち ぐはぐな会話 は、笑い を誘います。

そして、トラ ンプが飛 び出す不思議 な帽子 や、空を飛ぶ トランク や、ビーチパ

ラソルなどの 道具は、大人になれば 、ごっこ 遊びの道具を 想像し ますが、子ど

もの頃は、あ こがれ の気持ちを抱 いて読 んだことを思 い出し ました。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

市立伊丹ミュ ージア ムで２月 25 日まで開 催されている「牡 丹靖 佳展  月にの

ぼり、地にもぐる」に行ってきま した。牡丹靖佳（ 1971-）の新作や旧作の 絵

画、絵本の原 画など 100 点以上が展示 され ています。  

 

全 体 は 、「 は じ ま り の 旅 」「 森 を さ ま よ う 」「 移 ろ い ゆ く も の 」「 色 と 形 の 「 物

語」」の４つに分 かれ ており、タ ブローの絵 と絵本の原画 で構成 されていまし

た。  

 

「はじまりの 旅」には 、はじめての絵本『 た まのりひめ 』（「こ ども のとも年少

版」2006 年 10 月  福音館書店）の原画 があ りました。丸い頭 のお 姫さまが玉

に乗り、後ろ にお供が ５人つきそい ます。お 姫様は頭に犬 をのせ、穴に落ちま

す 。 日 本 画 の よ う な 様 式 と 、 西 洋 画 の デ ザ イ ン 画 が ミ ッ ク ス さ れ た よ う な 絵

は 、 ど こ で も な い 場 所 を イ メ ー ジ さ せ 、 ナ ン セ ン ス の 世 界 へ と 誘 っ て く れ ま

した。この コーナーに は『おうさ まのひっこ し』（福 音館書店  2012 年）の原

画 も あ り ま し た 。 お う さ ま と お 供 た ち が お う さ ま の 持 ち 物 を す べ て 荷 台 に 載

せ、旅をし ます。古 時 計や椅子、家具など 10 台以上も続く荷台に は美しいも

の が こ ぼ れ ん ば か り に 載 っ て い て 、 そ の 一 つ 一 つ を 見 る の が と て も 楽 し か っ

たです。  

 

「 森 を さ ま よ う 」 の 絵 は デ ザ イ ン 的 な 部 分 と に じ み を 聞 か せ た よ う な 部 分 と

余 白 を 活 か し た よ う な 部 分 、 鉛 筆 で 細 か く 描 か れ た 部 分 と 自 由 な 線 な ど が 重



ね ら れ 、 森 の 中 に い る 間 に 、 自 分 が 空 間 や 時 間 を 忘 れ る 気 持 ち に な る 感 覚 が

伝 わ っ て き ま し た 。 動 物 の 息 遣 い が 聞 こ え た り 、 風 が 木 々 を 揺 ら す 音 が 聞 こ

えたりする気 もしま した。  

 

「移ろいゆく もの」に は『たびする木馬 』（ アリス館  2022 年）、「色と形の「物

語」」には 『めいわ く なボール』（偕成社  2020 年）の原画があ り、前者は時

空を飛ぶ感覚 が、後者 はユーモアの センス が『たまのりひめ』や『おうさまの

ひっこし』と 共通し ていると思い ました 。  

 

ど の 絵 も ソ フ ト な 色 が 重 ね ら れ る こ と で 、 ゆ っ た り と 絵 の 世 界 に 入 る こ と が

できました。解説に「 日本料理を営 む家に 生まれ、祖母 や母の着 物姿を見て育

っ た 」 と 書 か れ て お り 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 等 で 絵 を 学 ん だ 西 洋 的 な 画 法 と 日 本 の

画法が調和し ている 点が心に残り ました 。（Ｋ）  

 

市立伊丹ミュ ージア ム  https://itami-im.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第７ 回  

*****************************************************************  

第３章  あま んきみ こさん  

その１  『車 のいろ は空のいろ 』  

 

あまんきみこ さん（ 1931 年～）と母宮川 ひ ろ（ 1923～ 2018 年）は 、同人誌『ど

うわ教室』（ 1966 年 4 月創刊）でいっし ょに勉強した 仲間で す。あまんさ ん

は、母より８ 歳年下 ですが、母が 亡くな るまで、 50 年あまり も、ずっと友 だ

ちでいてくだ さいま した。私も、小学生の ころから現在 まで、折 々お目にかか

ることがあり ます。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  講演会「最近の 私 の仕事～リン ドグレ ーン新訳から 最新刊 まで～」  

日  時：３月２日（ 土 ） 14： 00～ 16： 00 

場  所：吹田市立中 央 図書館  

講  師：菱木晃子（ 翻 訳家）  

主  催：吹田子ども の 本連絡会   ※参加 費無料、要申 し込み  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

https://itami-im.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『わ た したち地球クラ

ブ』をプレゼント し ます。ご希望の方 は、プレゼント応 募フォ ームから、 (1)

お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス 、 よろしければ  

(5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ  ご応募くださ い。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は２月 13 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

日本は厳しい 冬が続 いていますが 、オー ストラリアは 南半球 にあるので今 は

夏です。２月 ４日に は、オースト ラリア からクレア・ ブラッ ドフォード博 士

をお迎えして 、国際 グリム賞の贈 呈式、 記念講演会を 開催し ます。子ども の

本の研究につ いての 熱い思いをお うかが いするのを楽 しみに しています 。

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

